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はじめに

　科学技術と社会が密接不可分な関係になっている今日、日頃から科学技術について興味・
関心を持ち、自らの問題として意識していくことは、科学技術の健全な発展のためにも、
21世紀を豊かに生きていくためにも必要です。 
　「国立科学博物館 大学パートナーシップ」事業は、大学等学校と国立科学博物館が連携
して様々な活動を展開していく事業です。常設展示の無料入館や各種講座の優先受入れ等
を通じ、文系・理系を問わず全ての学生の皆様の科学リテラシー向上と豊かな感性の涵養
に貢献できると考えています。

　当館は「日本列島の自然と私たち」をテーマとする日本館、「地球生命史と人類」をテーマ
とする地球館の展示を合わせると、10,000㎡を超える展示面積を有しております。こ
の常設展示におきましては、最新の研究成果を取り入れ、常に新しい情報を提供すべく、
随時展示更新を行っております。
　また令和８年度の特別展・企画展では、「超危険生物展　科学で挑む生き物の本気」「生
誕百周年記念『かこさとしの科学絵本』（仮称）」等を開催する予定です。

　平成17年度に21大学で始まった本事業は、令和８年１月現在の会員数は83件となり、
令和７年４月から12 月までに、延べ５万人を超える皆様が大学パートナーシップ制度を
利用し入館（入園）しています。
　令和６年度に実施した利用者アンケートでは、展示や大学パートナーシップ制度につい
て好意的なご意見をたくさんいただきました。また、本事業で実施している各種講座等に
も多くのご参加があり、大学パートナーシップ制度を十分活用いただけたものと考えてい
ます。

　当館は、今後とも社会に根ざし、社会に支えられ、社会的要請に応える博物館として、
大学をはじめとした社会の様々なセクターと連携・協働する博物館を目指して参ります。

令和８年１月
独立行政法人 国立科学博物館 

国立科学博物館のロゴマークのご紹介

「想像力の入口」
全体の形は、リズミカルな放物線を描き、恐
竜やサメの歯、門のように、また、個々の形は、
花びらや炎が揺らめきながら広がっていくよ
うにも見えます。このように、このマークは
人々に様々な想像を促します。

国立科学博物館 大学パートナーシップの
ロゴマークのご紹介

Partnersh ipの頭文字「P」を重ね合わせ、
双葉の形をデザインしました。双葉は、力
強く伸びていく様子を表しています。大学
と国立科学博物館の連携による大学パート
ナーシップ事業が発展し、学生の科学リテ
ラシーやサイエンスコミュニケーション能
力が向上するよう願いを込めています。
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連携事業のご紹介
　国立科学博物館は、学生数に応じた一定の年会費を納入した入会校の学生のために、次の連
携プログラムを用意いたします。 

　パートナーシップ入会校の学生は、学生証を提示することにより、以下の施設へ無料で何度
でも入館（入園）いただけます。また、授業の一環で学生を引率して来館した教職員の方は、職
員証等の提示により常設展が無料となります。 

１．常設展の無料入館と特別展の630円引

常設展

国立科学博物館（上野本館）	 〒110－8718　東京都台東区上野公園7－20 
展示面積は約11 ,300㎡で、科学系
博物館において国内最大規模を誇り
ます。
良質で豊富な実物標本資料を中心
に、フロアごとに展示テーマを設け、
常設展示のメインメッセージである
「人類と自然の共存をめざして」を、
体系的にわかりやすく伝えられるよ
うな展示構成を特徴としています。
平成20年度には、日本館が重要文
化財に指定されました。	 　　　　

通常入館料：630円

附属自然教育園（東京都港区）	 〒108－0071　東京都港区白金台5－21－5
大都市「東京」の中心部にあって今な
お豊かな自然が残る、都会の中の貴
重な森林緑地です。
園内には、落葉樹、広葉樹、草はら、
池や小川などがあり、四季にわたっ
て様々な草花や野鳥などの生き物を
身近に観察できます。
また、日曜観察会、自然観察指導者
研修、自然史セミナーなど、学習支
援活動も行っています。

通常入園料：320円

筑波実験植物園（茨城県つくば市）	 〒305－0005　茨城県つくば市天久保4－1－1

常磐自動車道

つくば牛久 I.C

つくば中央 I.C

圏央道

つくばセンター

国立科学博物館
筑波実験植物園

常磐自動車道

つくば牛久 I.C

桜土浦 I.C

つくば中央 I.C

圏央道

つくばエクスプレス
つくば駅

つくばセンター

大角豆交差点

国立科学博物館
筑波実験植物園

桜土浦 I.C

大角豆交差点

つくばエクスプレス
つくば駅

筑波大学筑波大学

筑波山筑波山

JR 常磐線

土浦駅

学園東大通り

学園西大通り
至 上野

荒川沖駅

ひたち野うしく駅

自然の景観と植物多様性を凝縮した
約14万㎡の園内は、「世界の生態区」
と「生命を支える多様性区」の2つに
分けられ、約3,000種の植物が展示
されています。
収集保全している植物と共に、世界
の様々な植生環境を再現し、植物の
多様性を体験的に学習できるような
植栽展示を行っています。
様々な企画展をはじめ各種学習支援
活動も行っています。

通常入園料：320円
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　主に日本館１階の「企画展示室」等にて開催する、当館の研究者が中心
となって企画する展示です。常設展内の展示であり、パートナーシップ
入会校の学生は無料でご覧いただけます。

 令和７年度　開催例

気象業務150周年企画展「地球を測る」

令和7年3月25日（火）～6月15日（日）

国立科学博物館・竹中大工道具館共同企画展

　「植物×匠　めぐるいのち、つなぐ手しごと」

令和7年7月29日（火）～9月28日（日）

「学習マンガのひみつ」　　　　　　令和7年10月10日（金）～11月9日（日）

「量子の世紀」　　　　　　　　　　令和7年10月21日（火）～11月30日（日）

「ワニ」　　　　　　　　　　　令和7年11月26日（水）～令和8年3月1日（日）

 今後の開催予定

生誕百周年記念「かこさとしの科学絵本」（仮称）

令和8年3月24（火）～6月14日（日）

　地球館の「特別展示室」にて開催される展示です。パートナーシップ入
会校の学生は、特別展入場料（一般・大学生）から常設展示入館料630
円を引いた金額でご覧いただけます（割引券との併用不可）。開館時間や
休館日、入場料等の詳細は決定次第、公式サイトでお知らせします。

 令和７年度　開催例

「古代ＤＮＡ―日本人のきた道―」	 令和7年3月15日（土）～6月15日（日）

「氷河期展 ～人類が見た4万年前の世界～」

	 令和７年7月12日（土）～10月13日（月・祝）

「大絶滅展―生命史のビッグファイブ」　

令和7年11月1日（土）～令和8年2月23 日（月・祝）

 今後の開催予定

「超危険生物展　科学で挑む生き物の本気」　

令和8年3月14日（土）～6月14日（日）

「いきもの超ワールド展　国立科学博物館×ダーウィンが来た！」　

令和8年7月11日（土）～10月12日（月・祝）

企画展

特別展
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　大学等のオリエンテーションや講義で国立科学博
物館を利用していただき、学生の皆様に博物館の楽
しさや面白さ、見学方法を知ってもらうガイダンス
を行っています。 

・入会校のみご利用いただけます。
・別途料金等は必要ありません。

【実施可能日】
・国立科学博物館各施設の平日開館・開園日（土、日、祝、8月は原則として実施しません）

【上野本館ガイダンスの内容】
・�国立科学博物館の概要を30分程度でお話しします。（博物館の研究活動／標本・資料の収集・

保管について／学習支援活動等）

【映像の貸し出しについて】
・見学ガイダンスの映像の貸し出しにも対応しています。（来館時と同じ内容で30分程度）

来館前にあらかじめガイダンスを視聴していただいた上で、学生各自でご見学いただくこともで
きますので、ぜひご検討ください。

【注意事項】
・一度に受け入れられる人数に制限があります。100 名以上の場合はご相談ください。
・各入会校につき年 2 回程度までの実施です。
・�引率の教職員は入館・入園無料になります。また、会場等の下見が必要な場合も事前にご連絡い

ただくことで無料になります。
・�ご利用目的に応じて展示の見どころ等の内容を追加したい、会場を利用したい等、個別のご相談

がありましたらお申込みの際にお問合せください。

見学ガイダンスお申込みや当日の流れと利用例

申込みの流れ

①日時調整
　希望日時、人数等をお知らせく
ださい。（見学希望1か月前まで）

▼

②正式申込み
　会場等の確認後、実施の可否な
どについてご連絡します。実施日
時の確定後に所定の申込書をご提
出いただき、正式な申込みとなり
ます。

ガイダンス当日の流れ

①入館
　会場までご案内します。

▼

②見学ガイダンス
　30分程度。質疑応答含む。

▼

③常設展示室自由見学

▼

④退館

利用例

・�新入生オリエンテーション
として

・学芸員課程の一環として
・教職課程の一環として
・ゼミの講義の一環として

見学ガイダンス 
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　科学と社会との架け橋となるサイエンスコミュニケータ養成のための実践講座です。令和8
年度はオンラインと対面を組み合わせて行う予定としております。

・入会校の学生を優先的に受入れます。
・入会校の学生は通常の半額で受講いただけます。

　□ サイエンスコミュニケーション１（SC1）：コミュニケーション能力の育成
　□ サイエンスコミュニケーション２（SC2）：コーディネーション能力の育成
　□ SC1、SC2の両科目を修了すると「国立科学博物館認定サイエンスコミュニケータ」
　 　認定証を授与

　※対象は大学院生です。
　※当講座を大学院の教育課程に応じて大学院の授業科目として行い、単位認定することも可能です。
　※�開催時期、受講料、コマ数、実施方法等については令和8年4月以降に発表予定の募集要項をご確認

ください。

２．各種講座等の優先的受入れと、受講料減額

サイエンスコミュニケータ養成実践講座

令和７年度の実施例

（SC1：受講者によるディスカバリートーク） （SC2：受講者によるサイエンスイベント）
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　博物館学芸員の資格取得を目指す学生のために、主に調査研究・資料の収集保管について実習
を行うAコースと、主に学習支援活動について実習を行うBコースの２コースを設けています。 

・入会校の学生を優先的に受入れます。
・実習費通常15,000円のところ7,500円で受講いただけます。
　※対象は大学生または大学院生です。 
　※�例年1月末～2月上旬ごろに各大学宛に募集のご案内をしています。

学芸員資格取得のための博物館実習 

実習風景一例（令和７年度）

　日本列島の自然史や、日本の科学技術史等に関して、主に当館の研究者が講師となり、大学
生に向けて様々な分野の講座等を開催しています。 
・入会校の学生を優先的に受入れます。
・入会校の学生は通常の半額程度で受講いただけます。
　※令和８年度の詳細は未定です。

大学生に向けたオンライン講座等

講義内容一覧（令和７年度）
【博物館における自然史研究－日本列島を中心として－】

□標本から自然を知る～菌類研究者の視点から～
□日本列島はどのようにしてできたのか？
□脊椎動物進化の５億年史
□日本列島の魚類の素顔
□つながりが育む生物多様性
□日本列島にやってきた人々
□日本で自然災害と向き合う
□昆虫の多様性と人とのかかわり
□もっと活かそう自然史コレクション！

Ａコース例：動物標本の種同定の実習 Ｂコース例：�資料を介したコミュニケーション
活動の実践

大学生のための自然史講座（オンライン）
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　自然史に関する実習の機会をより広く提供するため、平成28年度より行っているお茶の水
女子大学との連携事業で、大学パートナーシップ入会校の学生の優先枠を設け、参加者を募集
いたします。令和８年度は、お茶の水女子大学湾岸生物教育研究所（千葉県館山市）にて、宿泊
を伴う対面実習を実施予定です。

募集対象：大学の生物学関連学科に所属する学部学生
　　　　　大学の自然科学系に所属する大学院生
実施時期：令和９年２～３月頃を予定
費　　用：�５泊程度の宿泊費・食費で１万円程度です。実習場所までの交通費は自己負担とな

ります。
＊�実施概要等詳細は、募集人数や具体的な実習内容を含め、決まり次第ウェブサイトでお知ら

せします。

　※�お茶の水女子大学の特別聴講学生としての参加となります（「公開臨海実習（2単位）」履修相当）。
　　学生教育研究災害傷害保険（もしくはそれに相当する保険）への加入が必要です。

３．連携事業

大学パートナーシップ＆お茶の水女子大学　連携事業
―海の自然史学的研究―

主な実習内容（令和７年度）
１. 多様な環境（岩礁、砂泥底、海中など）に生息する海産動物の採集法

２. 自然史博物館の活動、研究用標本の作製や保存法

３. 新口動物の比較形態学……棘皮動物、頭索動物（ナメクジウオ）

４. 海産動物の生活史……ウニをモデルに幼生から五放射体制の成体へ

５. �頭足類の腎嚢にみられるニハイチュウ（二胚動物門）の生活史と形態……頭足類の解剖と寄

生虫の生活史

６. 甲殻類の分類学的研究

７. 魚類の系統分類学と形態学

８. 相模湾の深海性生物……特にフクロウニ、ガラス海綿、および、ウミユリ類について（講義）
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利用者の声
「国立科学博物館 大学パートナーシップ」利用者の声
　本制度により当館を利用された学生のみなさまを対象としたアンケートでは、制度及び展示
等に対するご好評を多数いただきました。その一例をご紹介します。
　（令和6年11月～令和7年１月、国立科学博物館上野本館にて大学パートナーシップ制度
を利用し入館した学生を対象にオンラインアンケート調査を実施。）

　上記の感想にみられるように、多くの方からご好評をいただいております。 
　全ての学生の科学リテラシー向上に資するという、本制度の趣旨をご理解いただき、ぜひと
もご入会をご検討くださいますようお願い申し上げます。 
　また、積極的利活用のために、貴学ウェブサイト、SNS、学生便覧等でご紹介いただけま
したら幸いです。 

〈「大学パートナーシップ」制度について〉
　□ �とてもいい制度だと思います！かかる費用の面での敷居が低くなるだけで、一気に行

きやすくなります。	 （大学１年）
　□ �この制度がなければ博物館に行こうと思うきっかけがなかったため、非常に良い制度

だと思う。もうすぐ社会人になるが、大人になってからも定期的に来たいと思うきっ
かけになった。	 （大学４年）

　□ �博物館はとても好きなのですが、金銭的に頻繁に行けないので、このような制度があっ
てとてもありがたいです。	 （大学３年）

〈当館をご覧になった印象、感想など〉
�特別展「鳥 ～ゲノム解析が解き明かす新しい鳥類の系統～」（令和6年11月～令和7年2月
開催）について

　□ �多様な鳥の種類だけでなく、その構造や歴史的な進化の過程、目（もく）ごとの特徴や
その生態についてとても詳しく展示されており、さらに鳥について興味をそそられる
展示でした。	 （大学３年）

　□ �鳥展とても面白かったです。文系学生ですが、一緒に行った友人とたくさんのお話が
出来ました。	 （大学４年）

�企画展「貝類展：人はなぜ貝に魅せられるのか」（令和6年11月～令和7年3月開催）について

　□ �今まであまり興味がなかったのですが、貝類の分類について実際の標本とともに見る
ことができ、大変勉強になりました。特に多種多様な色や模様がある貝を初めて見て
興味を惹かれました。	 （大学院生）

常設展示について

　□ �地球館のB3フロアが特に好きです。たくさんの偉大な先生方のパネルやノート、
VTRなど勉強になるものばかりだと思います。また、たくさんの実際に触れて学べる
展示がいいなと思います。	 （大学院生）

　□ �フロアによって展示される内容がガラッと変わるから今日見たいものを好きに見られ
るのが良い。特に地球館3階の剥製の展示が好き。	 （大学４年）

　□ �常設展、地球館一階の展示が特に大好きで特別展で来ても絶対に来ます。系統広場の
真核生物などの目に見えない生物の模型が変わった姿をしていて、その透明感なども
大好きです。	 （大学２年）

　□ �その分野を知らない人にも分かりやすくて、興味を引くような展示をしているので大
好きな博物館のひとつです。	 （大学３年）
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ご入会について
　「国立科学博物館大学パートナーシップ」にご入会を希望される場合は、以下の項目をご確認
の上、お手続きください。 継続して入会を希望される場合も、お手続きが必要です。

　大学、短期大学、専修学校（専門課程）及びそれらを設置する法人を単位とした申込
となります。学部・学科でのお申込についても、ご相談に応じます。 

申込み単位

　入会した大学・学校には、「国立科学博物館 大学パートナーシップ会員証」を発行し
ます。

会員証

　令和８年４月１日（水）から令和９年３月31日（水）までとします。 

※�年度途中の新規入会の場合は、「国立科学博物館 大学パートナーシップ会員証」発行の日から
令和９年３月31日（水）までとします。

入会期間

　年会費は以下の表のとおりです。 
学生数

会費区分
1千人未満

1千人以上
2千人未満

2千人以上
5千人未満

5千人以上
1万人未満

1万人以上
5万人未満

5万人以上

新規 157,150円 209,520円 261,900円 471,430円 942,850円 1,466,670円

継続 136,190円 188,570円 240,950円 419,050円 838,100円 1,309,520円

〈学生数について〉
・学生数は、申込時直近の学校基本調査（文部科学省指定統計）に基づく在学者数とします。
・学生数には、大学院生、通信制課程、科目履修生等を含むことができます。
・�キャンパスの所在地が東京都、茨城県、埼玉県、千葉県、神奈川県以外の場合は、そのキャンパスに
所属する学生数を2で除して得た人数（その人数に小数点以下の端数が生じたときは小数点以上に切り
上げた人数）を学生数とします。
　　　　　例）東京上野キャンパス4,000人＋（沖縄キャンパス500人÷2）＝合計4,250人
☆「継続」の会費は、ご入会いただいた翌年度の入会から適用します。
☆�新規入会に限り、年度途中の入会にかかる当該年度の会費については、表の該当する年会費を12で除
して得た額（その額に10円未満の端数が生じたときは10円に切り上げた額）に、入会日の属する月か
ら当該年度末までの月数を乗じて得た額とします。

年会費
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申込み手順
＜ご準備いただく書類＞　以下の書類をご準備ください。

①入会申込書

②学生証の見本

③学校基本調査（お申込み時直近のもの）の在学者数が明記された部分の写し

④学校要覧・入学案内等（新規ご入会校のみ）

※�「入会申込書」はP11をコピーしてご利用いただくか、大学パートナーシップのウェ
ブサイトからダウンロードしてご利用ください。

　 https://www.kahaku.go. jp/gakushu/daigaku/partnership/nyukaiannai .html

※�「学校基本調査」は、大学パートナーシップの対象とする学生の区分が全て明記され
ているものをご準備ください。

申込みの準備

上記①～④を、申込み締切日までに、メールか郵送で下記担当までお送りく
ださい。

★�「入会申込書」の受理を、申込書に記載の担当者様宛にメールでお知らせします。入
会日（令和8年４月１日）以降、大学パートナーシップ会員の特典をご利用ください。

申込書の送付

「国立科学博物館 大学パートナーシップ会員証」と、学生数に応じた年会費の
「請求書」を担当者様宛にお送りします。 （５月頃の発送を予定しています。）

会員証等の送付
（5月頃）

「請求書」が届きましたら、記載された年会費を請求書の発行より1ヶ月を目途
に当館指定の口座にお振込みください。 

年会費のお振込み
（5月～６月頃）

新規・継続ともに　「入会申込書」等の送付：令和８年３月６日（金）まで

新規申込の場合
　・�締切日までにお申込みいただければ、４月１日から会員特典（学生の無料入館等）がご利用

いただけます。まずは入会希望の旨を電話またはメールにてご連絡ください。
　・締切日以降のお申込みにつきましては、別途ご相談を承ります。

継続申込の場合
　・在学生の皆様に引き続き入会校特典をご利用いただくため、お早めにお手続きください。
　・書類が締切日に間に合わない場合は、下記担当まで電話またはメールでご連絡ください。
　・年会費の振込時期につきましては別途ご相談を承ります。

申込み締切日

〒110-8718 東京都台東区上野公園7-20
独立行政法人 国立科学博物館　学習支援部 学習課 「国立科学博物館 大学パートナーシップ」担当
電話：03-5814-9195　 E-mail：upartner@kahaku.go.jp
＊�当館ウェブサイトでも、本制度を紹介しております。
https://www.kahaku.go. jp/gakushu/daigaku/

申込み・お問い合わせ先



11

令和８年度 国立科学博物館 大学パートナーシップ入会申込書 

年   月   日 

独立行政法人 国立科学博物館長 殿 

国立科学博物館 大学パートナーシップに下記のとおり申込みます。  

フ  リ  ガ  ナ   

大 学 名 ・学 校 名   

フ  リ  ガ  ナ   

学 長 名 ・校 長 名   

種    別             
※該当する□にチェックを 

入れてください 
□大学  □短期大学  □専修学校（専門課程） 

対象となる学生の 

区分 

□大学院  □学部・本科  □専攻科  □別科 

□科目等履修生・聴講生・研究生  □通信生  □夜間 

学 生 数  

(1)東京都、茨城県、埼玉県、千葉県、神奈川県のキャンパスに所属する学生（            ）人 

(2)上記以外に所在するキャンパスに所属する学生（               ）人 

 ※お手数ですが、(1)＋{(2)÷2}を学生数の合計としてご記入ください。 

合計                       人（       年     月     日現在） 

年 会 費                   円 

 
 

 
 

 

所属部課   

フ リ ガ ナ                       

氏  名   

所 在 地 
 〒 

  

連 絡 先 
TEL                        FAX  

E-mail  

 貴学のご利用数の報告ご希望  ※メールで貴学のご利用状況をお知らせします。受け取られる頻度をご指定ください。  

①年度ごと    ②月ごと    ③その他（           ）    ④希望しない 

見積書発行のご希望 ※年会費の見積書の要不要についてご回答ください。 

①見積書の発行なし（請求書のみお送りします）     ②見積書の発行あり（請求書と見積書をお送りします） 

その他連絡先 ※企画展・特別展、各種講座等のご案内を別キャンパスなどに別途お送りしてよろしければ、ご記入ください。 

  

この入会申込書に、以下の３点を添えて国立科学博物館 学習支援部 学習課へ送付ください。 

1 学生証の見本（カラーコピー）  ※前年と変更がない場合はお送りいただく必要はございません。欄外にその旨、付記ください。 

2 学校基本調査（お申込時直近のもの）の、在学者数が明記された部分の写し 
※対象となる学生の区分（聴講生等）が全て明記されているもの 

3 学校要覧・入学案内等 ※新規ご入会校のみ 


